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13. トラップ搾集による蚊個体群の動態解析 1.Collectionindexの定義とその相対誤差

の推定 石井 孝1㌧lifLf･･良ryJ2)(班);L大学数iXm吐物学放出1),京都市村生研死所2')50.3.15受理

昆山をトラップである期間 (Z日間)非迎統的に探iFitjた鮎某をもとにして,その期間の全採災個
体数を継起する方法について考訳した. Z日をQ日ごとにL佃の区間に分割し, 各区間における日
iy･均採災胴体数 (これをtrapindexと呼ぶ)を求ゎる.Z日間の採災総個体数の舵定伯は,区間中

迎統採itiが行なわれていない場合でも,trapindexの絵和 (これをcollcctionindexと呼ぶ)のQ

JIY･として求められる.また,collectionindexの和対訳差 (i)は,瀬下のh一班により計罪できる.
コガタアカイエカなど4秤の蚊の採災約架からSを計印した.SはQにJ:り究り.少なくともQ≦12

の場合には,両者には一次の-ur1線閃操が認められた.また,悶一抹LL淡.L′ト下でも.Eは和によって只
なる肌を示した.

研兜対毅の昆虫個肘汀の胴体数を正純に教えること

が,いかに困難なことであるかについては.すでに多

くの研死者が田柄している.ある場合には.個体数を

数えるために用いた調光方法そのものが,調充対象の

個体数を把掘するのに不適な場合もあろうし,また.

調査方法そのものは適当であっても,実地計両が不適
当である場合もあろう (このような悶艦については.
Southwood(1966)1),Muirhead-Thomson(1968)2),

Chauvin(1967)3)などにくわしい).

この招臼では,上の閃畦を考然する手始めとして,

ライト･トラップで蚊を非迎統的に採tLSして柑られる

データから,iMTJ.1採災により和られろ偶作数を抑計す

る方法と,推'ji:された個体数 (あるいは,それを示す

指数)の相対A'ミZ三について考2:iする.

蚊の活動全Jg]にわたって,ある場所にライト･トラ

ップを設把して蚊を採災すれば,その場所における蚊

の咋rL.tJ採災個休数を知ることができるが,このような
採班方法は,多くの時間と労力を要するので,同時に

多くの場所で採班を行なう場合には通した方法でない.

St.

A

PeriodoI
collection

29June-30
Åug.1970

このような以令には,調和lJ川TJ内で非辿枇r伽こ採り与を
行ない,それを兆にして.･-Cの)蜘州こわける企採川m
体数の抑止tL(tを知ほ必A(があろ.

この和111では.ライト･トラップで蚊を辿紙採班し

た結光をもとにして,非拙者.J'Jr.)押LfSの緋火から辿純採
班の約火を州:.定すTjJJはJ三を.砧下の 18-tl三をBL;川して
･Bl黙し.その抑'ji:†LItの打1刈:nFt;I:'･!を.火l顎の採Lfミデータ
から計卯:LT:.

材料および方法

1. 基礎Tl'-一夕の収塊

a. 揺ilipJjui

蚊の採災-JJ'班は.ライト･トラップ (野沢式州山楓

NECFL6BL ブラック･ライト,川ill機用郡光竹
付)によって行なった.ライト･トラップは,フ/1ト

･スイッチ (東芝フォト･スイッチ OS-1107または

OS-1108)により,原則として,口投から口山時まで

作動させた.各 トラップは,地上 (または拭上) 料

1.5mのところに垂下した.

Table1. Collectiondata.lt3stationsstudied.

No.of
weeks

No.ot No.Ot
days daysnot
collcctcd collectcd

9 60 3

B l昌eJ,Tly1-,571 I 8

c lgeJ,?叫 13

Daysnot
collected

30June,13
and29Åug.

54 2 2and3Aug.
90 1 12Sep.

Locality Site

KyotoSaga Pigshed,inside

Pigshed,
inside

Dwelling,
outside
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b. 採災城所

次の3以所において採集した.

St.A:京都市右京区北造道町の.国鉄山陰線ぞい

にある.i)日放的な豚舎で,肥育豚が5頭飼背されてい

はない. トラップは豚舎軒下に設LVIiliした.

St.B:宇治市大久保にある,開放的な豚舎 (主に

St.C:宇治市神明宮西37-9にある人家の,ベラン

ダ下に設粧した.この場所は.St.Bから東北束へ約

1.8km離れ,St.Cの万が標高が約50m高い.

C. 採綻期間

採集期間は,各採張場所ごとに共なる.それぞれの

場所について,Tablelに示されている.

d. 採集班本の処Pi!

多くの場合,採iI長蛇が入っているライト･トラップ

の内寵を冷淡川に入れて,蚊を低弧で殺すか,低氾宝

(約3oC)において.低温麻酔して同定を行なった.

班本が多い場合には,そのまま冷視保存まT:は75,%エ

チル･アルコール浸保存して,逐次同定した.

rd起は.コガタアカイエカCuLextyitaeniorhynchus

sulntlLOrOSuS (Dyar) シナハマダラカ,Anopheles

sinc12SJ-swiedemann,キンイロヤブカAedesvexans

nJ'j)J)onJ'J'(Thcobald),アカイエカ Culexpipiens

paELensCoquillettについて行なった.なお,この報

Jbのなかで.コガタアカイエカとされているは本のな

かには,'L:千のシロハシイエカCulexpseudovishnui

Collessが含まれ.シナハマダラカとされているなか

には,Anophelessi〝cnsiscomplexに属する他の校

数も含まれていろtfJ他性がある.

Table2. Stratifyingmethod
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2. 採集結果の統計処理

a. 欠削lJ値の補項

採災結果の中には,Tablelに示すように,採班ヂ

ータが欠けている箇所がある.この場合には,前日と

後Elの採災個体数の平均伯を四捨五入して1位まで求

めて祁現した.2日にわたって欠けている似合には,

前日と前々日,後日と後々口の帖から平均他を求めて

祁現した.なお,2日間の採災個体数をこみにして採

災した場合には,その平均伯を両日の班とした.

b. 採災個体数の指数化- Trapindcxとcollcc･

lionindex

i) Trapindexとcollectionindexの定説

採強調rLBにわたって,連続してZE]問採災して相ら

れた各日の個体数 (Ⅹ｡,n-1,2,.‥,Z)をQHごと

にL個の区間に分割するとTable2のように出わす

ことができる.
L ∩ I- q

ここで,Z-QL,∑xlj-XJ,∑Xlj-Yl,∑ ∑
L

xり-≡
i･■1

i-1 j-1 i-1j-1
Q

Yl-･=ⅩJ=N･文--QNT とすれば･ trap】-1
indexとcollectionindexは次のように定義される.

すなわち.

Trapindex (T):各区間の1日平均採災個体数

i番目の区間のtrapindex(-Tl)

TlLYQi- (I)
Collectionindex(C):trapindexの採災!!那q円総和

I.
C-E T1-EQYll---1召- (2)トl

ii) 異なる分割により狩られる collectionindex

相互間の関係

ofcontinuouslycollecteddatatoL

strataandQunitsperstratum.

＼ Strata

Unitin t＼

stratum

Jd_rayLl__M.__∴＼-
1

2

1 2 日. 1 日. L

Ⅹll X21 ●H Xil H●ⅩLI

X12 Ⅹ22日●Ⅹ12 日` XL2

Ⅹ1j x2J●●●Xlj H● XLJ
.
X

.

XlQ x2Q･･･Xl(2- XL(日 XQ

Total LYI Y2 ･･･Yl ･･･ YI.l . N
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ZがQおよびQ′の整数倍であるとき.1区間内の

口数が,QおよびQ'であるときに柑られるcollcction

indexをそれぞnC(Q)およびC(Q')とすれば.式(2)

から,

C(Q,-岩
C(Q,)-QN･

式(3)と(4)から.

N

c..),_ Q_.I Q'
-C議′)I-~｣し -1r

Q′

したがって,

C(Q)LQQIc (Q′) (5)

iii) 非迎紙的採災結架から,TおよびCの推定仙
A

(TおよびC)を.lr抑する方法
TおよびCは.迎統採班によって狩られる他である

が,Qロからなる1区rluのうち,任意のq日採雄を行

なうことによって狩られる T(q)および C(Q)の推定
A

伯(T(Q)およびC((n)は次の式によって求めることが
できる.

T(a)l=

上蔀目の区間におけるq日間の埋袋個性難a)10(6)
q

L .

C(In- ∑ T(Q)t (7)
トー1

A
また.C(Q,とe"l′,とのT..Ufこは式(5)と同様に.

C(Q,--QQ'-a(Q′) (5)′

が成立する.
A

iv) Cから.期間内の採腿胴体数総和Nの抑定他
A
(N)を求める方法

式 (2)から,N-QC

したがって,N-QC (2)′

V)Cおよび舟の相対訳丑を求める方法
Morisita(1964)1)によれば.zlli位を含む母IR田が

Q単位ずつL屑に分'.IJllきれているとき (QL-Z),各

層から任意に1斗畑げ っ,公計Llll.位拙Llル て1サン

プルを作るとき,このような柚山を維 り返した場合の

サンプル問の平均h(fas(L))は :

iJS(A,ニーL-(ilX-1)IJY･l (8)

IJY-LAY-

L
L.≡Yl(Yl-1)1-1
N(N-1)

(9)

L ()
Q∑ ∑ xり(xり-1)

IJX-一㌢jニュー1-------
∑ Yl(Yl-1)
i-1

00

また.上記のfg=tJi田において.各朋からlllt位の代
りにqlli位を地山すろとすれば,qLni位を含む各サ

ンプル問の平均 h(iJ5)は.Morisita(1964)4'によれ

ば :

iJS-竃ヨ ー Ⅰ (fas(L,-1).1

LQQヨ ー志 (i化ll)IJY･1 '川

次に,Morisita(1971)5)によれば,標本平均 (文)

の相対訂ミ差の大きさ (e)は,次の式により推定でき

ち:

e-普 -IJ･(ilS-1)･-i- 仏力

t:Studentのt

又:サンプル当り平均個体数

-qL文

又:lJlf.位当り平均m仏教

上の地山方法によって求められる collcctionindex

を丁とすれば･T--Xq∴ LT=がって･Tの相即 は
は又の相対.W,uyl:(f)に苛しい. また.Qrjからなる
区FL"Jのうち.fI:･,Qlにq口搾リミJを,行なって才uられるCの

推Jji:帆(a)の相対汲,Tミはでの相対.lJ主-/Lriに顎しいとT,･え
A

られろから,EによりCの刷対.71url.諾三を求めることがで

きる.
▲

vi) Cの相対詔もZieの計罪例

St.Aで63日日.il迎純採位を行なって得られたコガタ

アカイエカに関する資料をもとにして,これを迅叩位

の区間に分割した場合の計詐例を次に示す.

まず,Z-63,Q-7,L-9として採災個休数を口唄

に並べると Table3をうろ.

この裏から,先に示した話方統計ETEを計抑すると:

N==_T._Vxり-_FYI-15871
文=251.9206

1'1'xり(Ⅹり-1)-6598032

又-qL又-9qx251.9206

N(N-1)-1lYJご(Yl-1)-251872770
1.
∑ Yl(Yl-1)-33611046
トI

hT-LAY-9×芸 誤 纂 =1･2006

王LX- QIIYfTY(IXrl)1)-7×芸 濫

=1.3741
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Table3. Aresultofmosquito(Culextritaem-oyhynchussumn10TOSuS)
collectionatSt.Afor63daysin1970.

1 3 ｡ ｡ 5 ｡ 7 8 0 ∴ it1 2 3 4 5 6 7 8 Ⅹ

71 173

89 173

107 189

110 175

208 215

159 206

319 244

156 363

337 374

236 152

240 105

99 298

148 258

181 1114

791 505

677 826

204 341

169 230

167 638

387 158

702 76

285 150 92

282 156 191

33 158 1

207 136 175

381 83 268

108 98 226

190 98 183

1063 1375 1397 2664 3097 2774 1486 879 1136

205754 273026 314270169947418215521541492 396126 115415 230824

Table4. Resultsofcalculationforrelativeerror.(E)ofcollectioln
indicesusingdatashowninTable3.

q l 76-qq iAs qL 文

1

2

3

4

5

6

1.0000 1.0499

0.4167 1.0208

0.2222 1.0111

0.1250 1.0062

0.0667 1.0033

0.0278 1.0014

fas(i,= + (iJX-1)IAY･1 ,

-÷ (1･3741-I)>く1･2006+1-1･0.199

iJS--QQ等 ÷ (iJS(.一,-1)･1

-jtqq-)く0･0499+1

式829(e=tJ 石 こ后吉)に qの他 を
1から6まで変化させて狩られるiJSを代入す ると

TablC4にホすSのLu'iがiTJられる.すなわち,迎当り

1口の採仙 こより才けられたrlL料を もとにして collcc-

tionindexをJr印して礼きられる推定帖の相対.'t'ミ差は,

危険率5,00/レベルで51.7,%,rljJ位に.迎当り6口の採

鎚の場合には,相対.-lJミ丑は7.670であることを示して

いる.

結 果 と 考 察

St.A,B,Cにおける採集個体数をもとにして, コ

ガタアカイエカ,シナハマダラカ,キンイロヤブカ,

アカイエカの4柾について,採災区闇の大きさ(Q),

76

9

18

-7

-6

-5

空

t e(%)

306

110

056

㈱

ooO

oo｡

2

2

2

2

2

2

2--7

雌

6-｡2

鵬

1--6

馳

l

1

51.7

30.6

21.8

15.9

ll.7

7.6

2586

3105

1421

1547

2357

1748

3107

採災区間数(L),および区間内採災日数(q)の変化にA
ともなうcollectionindexの拙走他(C)のR]対.'Cは･:
(E)をljr算すると,Table5に示すような出をうろ.

これらの計il:のなかでは,全採災Jg][柑日数(Z)がQの

倍数でない場合には,Z/Qの商の余り(Z)は切りす

てて,奴初からZ′(-Z-Z)日の採災データ削 りいT:.

Table5は,St.Aのコガタアカイエカについての

計辞ldiを示す. この場合,Z-63日であるが.採ultg

flu(Q)を2日にとると.63/2-31余り1であるのでlLi

後の日をはぶき,Z′-QL-62日とした.又=253.0は

62日間の平均採災個体数である.

Q-2口のうちlElずつ採班を行なう場合 (q;=1

口),62E]問で31日 (-qL)採班を行なうことになる.

この場合,2日の内1日のとり方はランダムであるの

で,採災日の組合せは231通りある (この中には,rlrj

El採災も2例含まれている)が,これらをすべて巧脱

に入れて相対誤差を訓辞するとe(p-0.05)は16.1%
であろ.

以下同様に読むと,比較的一般に行なわれている迎

111位の採IJi計耐(Q-7)では,週1日採災で丘=51.7

%,2日;30.6%,3日;21.8%,4日;15.9%.5



Table5. Relativeerrors(e)forvariousvaluesoEQandqinCutextritaenlorhync/L〝SSummOrOSuSCOllectedatSt.A.

Q 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 l4 15 16 17 18 19 20 21 q

⊥ 31 21 lS 12 lO 9 7 7 6 5 i 4 I i 3 3 3 3 ユ 3 L

Z′ 62 63 60 60 60 63 56 . 63 付ー 55 60 52 56 60 48 51 54 57 60 63 Z■

I 253,0 251.9 253.2 253.2 253.2 251.9 263.I 251.9 253,2 266.1 253.2 275.4 263ー1 253.2 284.7_ 277.7 269.2 260.I 253.2 25I.9 I
q, qL f qL 一 qL f qL ー qL L ーlL t qL ー qL 一 qL t qL 一 qL 一 qL 一 qL ■ qt. f qL f qL f qL L qL 一 qt. f qt. L q

I 31 16.I 21 19.6 15 34.8 12 35.a lO JI6,7 9 51.7 1 58.7 7 59.6 6 69.6 5 81,8 5 85.9 一 100.ら 一 111.9 一 ll7.2 3 182.2 3 184.2 3 183.5 3 17一.7 3 1(描.1 3 169.i I

2 42 ,9.5 30 18.8 21 20.5 20 27.3 18 30.6 )4 319 l4 34.8 12 39.8 10 46.4 10 47.2 8 50,6 8 56.5 8 59.I 6 74.4 6 75.4 6 75.2 6 7L.7 6 6&4 6 69.8 2

3 45 10.9 36 13.3 30 】8.5 27 21.8 21 24.4 21 25.4 )8 29.1 15 33.9 )5 34.7 12 36.6 12 41.I 12 一13ー3 9 52.5 9 53.3 9 53.4 9 51.0 9 4&7 9 19.3 3

一 48 8.2 40 13.1 36 15.9 23 18_7 28 19.8 21 2之9 20 26.8 20 27.7 16 29.2 ー6 32.9 16' 3I,8 12 41.7 12 42.5 12 42.6 12 40.B I2 39_I 12 40.0 一

5 50 8.4 45 11.7 35 14.1 35 15.5 30 18.I 25 21.9 25 22.8 20 21.2 20 27.4 20 29.2 15 31.8 15 35.6 15 35.8 15 3I.4 lS n O 15 318 5

6 54 7.6 42 10.6 42 12.3 36 11.8 30 17.7 30 18.7 24 20.4 24 23.4 24 25.0 18 29.8 18 30.6 18 30.9 18 29.8 18 2&6 13 29.I 6

7 49 7.0 49 9.3 42 11.9 35 14.7 35 15.9 2B l7.4 23 20.I 28 21.6 21 25.9 21 26.7 2T 27.1 21 26.2 21 25.3 21 26_○ 7

B 56 6.3 Jは 9.2 Jo lt.9 40 13.3 32 14.5 32 17.0 32 )kS 24 22.7 24 23.5 2.1 24.0 24 213 2I 22.5 21 213 8

9 54 6.2 一5 9.3 45 10.9 36 12.3 36 14.6 36 16.I 27 19.9 27 20.8 27 21.3 27 20.8 27 3D.2 27 21.0 9

lO 50 6.3 50 &S ヰo lo.1 一0 】2.4 40 日.0 30ll7.0 30 18.0 30 18.6 30 18.2 30 17.8 30 1&5 10

ll 55 5.9 4一 7.9 一日 10.3 4l l2.0 33 14.8 33 15.9 33 】6.6 33 16.4 33 16,I 33 )6.9 】l

12 ▲8 5ー5 48 8.I 48 10.0 36 12.7 36 13,9 36 14.7 36 14.7 36 14.6 36 15ー3 12

13 52 5.7 52 7.9 39p 10.6 39 12.0 39 12.9 39 13.1 39 13.I 39 119 13
1一 56 5.5 42 8.4 42 10,0 42 11.2 42 11.6 42 11.7 一2 12_6 14

15 45 5.9 45 8.0 45 9.4 45 10.0 45 10.I 45 11.3 lS
16 JIS 5.6 JI8 7.5 48 8.4 48 9.0 48 lO.0 16

17 51 5.3 51 6.8 51 7.6 51 &7 17

18 54 4.8 54 6.I 54 7.4 lB

ー9 57 4.4 57 5_9 19

罫

d
l

望

偲

m

4
0
億
-

Z
l
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口;ll.7%,6日;7.6%である(これらの伯はTable

4にもホされている). また,連続採班を試みながら

ち,何口か欠auがある場合には.例えば,欠測が3日

(Q==21.q-20の場合)で4.2%,6日 (Q-21,q

-19の似合)で 5.9%の相対誤差を考えればよい.

これらの出では,Qの取る他によりZ′の他が,Zに

比べて15日も少なくなる場合があり,このような場合

には丘の他が大きくなるので.表の中ではQの増加に

ともなうq==1の場合のEの他は,一様に増加せず一

部に減少がみられるが,このことを除けば,採災日数

の金柑lJLil日数に対する割合が増加するにともない,

Eのl血は姐少する.

次に,St.A,ら,Cにおける4位について. 三とQ

の関係をq-1の場合について検討し,EをY中山こ,

QをⅩ軸にとって Fig.1-･3に示した. この場合12

<Q≦21の範囲では,EとQのLu係はやや乱れるが,

2≦Q≦12の抽四では出線的であり,0.98以上の高い

相関係数が得られた.また,それぞれについて,Eの

Qへの回帰方程式を計罪すると,各図中に示す式をう

る.

まず,St.Aについてみると, コガタアカイエカと

シナハマダラカは,ほとんど同列上に弘び,採災総個

体数が少ないアカイエカとキンイロヤプカがその上方
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に位斑する. ここでは,採猿個体数が多い種ほど,

eの伯が小さいようにみえる. しかし,St.Bの場合

には,コガタアカイエカの方がシナハマダラカに比べ

て採災個休数が多いにもかかわらず,直線の配列帆j',
はSt.Aの場合と同じである.

次に,St.Cでは,シナハマダラカとコガタアカイ

エカの採朱個体数ははば等しいにもかかわらず,シナ

ハマダラカの直線の位EPItuは,前2場所と舛なり,放上

方に位鐙する.St.Cでは,前2場所に比べて.コガ

タアカイエカとシナハマダラカの採恥個体数が極肌に

少ないが,このことが,前2場所と央なる原因となっ

ているかもしれない.

同一種について比較すると,回帰係数は柾により一

定しているものではなく,また,採災総個体数とDlll柑

係数との関係も明瞭でない.このような凶係を詳細に

調べるには,採災条件の共なる採災例数を多くとる必

要があるので,今後の検討にゆずるが,少なくとも,

2≦Q≦12のとき,EとQとの間にはqを一光にす
れば.直線的出係があることは言えそうである.そし

て,この報告で計辞されたSの値は,採災条件が耕似

している他の場合にも通用できると思われる.したが

って,採災条件によってとるべきEの旭が明かになれ

ば,採班間隔を矧 こするトラップ間における,採鎚総

2 5 10 12

COLLECT10N INTERVAL (DAY)

Fig.1. Relationbetweenthecollectioninterval(Q,whenq=1)
andrelativeerror(i)in4mosquitospeciescollectedat
St.A. Formulaeforregressionlines,r:correlation
coefficient.
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Fig.2. Relationbetweenthecollectioninterval(Q.whenq-1)andrelative
error(S)in4mosquitospeciescollectedatSt.B. FormulaeFor
regressionlines,r:correlationcoemcient.
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Fig.3. Relationbetweenthecollectioninterval(Q,whenq-1)and
relativeerror(E)in4mosquitospeciescollectedatSt.C.
Formulaeforregressionlines,r:correlationcoefficient.
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個体数の比蚊を行なうことが可能になると思われる.

この報文を作成するに当り,京都大学FJ!学部動物学

教室森下正明教授には,Ⅰ8-法につきご指導をいただ

いた.また前京都府衛生部長政土屋夏尖博士,訳都711-

相生研究所主幹前田理博士,三重大学出学部山下素平

教授,および京都大学思学部助教授高橋兜樹婚士には,

資料収総の上でご援助をいただき,また有益なご助言

をいただいた. ここに,心から感謝の志を表わした

い.
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Summary

Thccollectionindex isproposedforunbiascd

comparisonofnumberofmosquitoescollectedat

differentnumbersofdaysinacollectionunit.

Whenthewholecollectionperiod (Zdays)is

dividedintoL collectionunits,eachofwhich

containsQdays,thecollectionindexisdefined

asasummationoftrapindecesduringwhole

collectionperiod,wheretrapindexismeancatch

ofmosquitoesperdayineachcollectionunit.

Amethodtocalculatetherelativeerror(∈)of

thecollectionindexisalsoproposed.Calculations

fortherelativeerrorsweremadebyusinglight

trapcollectiondatainfemalesofCuterLrLLaenioy-

hynchussummorosus and other3 spccics of

mosquitoescollectedat3differentstationsinthe

suburbs ofKyoto City. Therelativeerrors

obtained inthiswork willbeapplicablefor

discontinuouslycollecteddataundersimilarcon.

ditions.

Therelativeerrorofthecollectionindexis

variablewith thesizeofcollectionunitand

collectionfrequency(q).Relationbetwccneand

Q(whenq-1)wasdiscussed:thereisalinear

relationbetweeniandQwhen2≦Q≦12.The

differencesinregressionlinesshown ineach

figureinthesamespeciesatdifferentstations

andinthedifferentspeciesatthesamestations

werenotclarifiedinthispaper.

A AIethod EorRough Estimating Density ofNorwayRalSinPoultryFarm. Yohsukc

YUyAMA*,YasunosukeIKEDA**andKiyohisaNAGANUMA***(DepartmentofMedicalZoology,
Faculty ofMedicine,KagoshinlaUnivcrsity*,SankyoCo.,Ltd Tokyo榊 and OsakaCity

University,MedicalSchool榊*)ReceivedMarch22,1975.Bolyu･Kagaku,40,80,1975.

14. 糞鶏場におけるドプネズミ生息密度の簡易測定法 執IlfYi介*,池u]安之助榊.永和TIS久…
(山y山上大学出学部出動物学救出*, 三共株式会祉火茄**. 大r,2jffJ立大学Ei学部挺動物学教皇***)
50.3.22受FJ!

食物網Tlによるぴf外 ドプネズミの生息数推定の簡易蕗u定法について報告し, その榊庇を出も正椛
なTlli独仏のそれと比較した. 試験は1974咋9月巾旬, 御殿勘Tli円の-養瓢切においておこなった.

試験のAlJ'丸 ドプネズミはひさ判り雑穀別からなる訪欧餌,=pl日当り自己体並の約16,%の'!,lj合で13皇

取することを知った. このことから, 平均休iliのドプネズミ成猷の生息数は.別の合計刑王'L出を平
均成臥の1日の食物約1fl丘に相当するグラム数,40で判ることにJ:って容易に推定できる.
本法による紹皮純正は,桝の出1;†な切Wrでは囚雑と恕われる.

Itisverydifficulttosurvayandrecordrat bytrapplng.

infestationsinvariousenvironments･Althougha lntheprcscntpapertheauthorsreportasimple

numberoftechniquestoestimatethewildrat methodforestimatingratpopulationused ill

populationhavebeenusedbymanyinvestigators, conjunctionwithatrapplngmethodanddiscuss

oneorthemostaccuratemethodisassessment thebaitconsumptioncanprovidearoughestilllate
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